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令和８年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【保健師ってどんな仕事？家庭訪問を体験してみよう！】 
日 時: 令和 8 年 7 月 23 日（木）13時 30 分～15 時 

受講者数:30 名 

会 場： 兵庫県立大学明石看護キャンパス実習室 B 

講 師: 石井美由紀准教授、古谷裕子助教 

保健師の仕事のひとつである赤ちゃん訪問について学び、乳児モデルを用いた頭囲・胸囲・体重の測定

を体験しました。また、こどもから高齢者まで、あらゆる世代の地域住民の健康を支える保健師の役割

についても学びました。 

定員 20 名を大幅に上回る応募があり、当日は 30 名の小学生が参加しました。参加者は 1グループ 4名

程度に分かれ、乳児モデルを用いて、頭囲・胸囲・体重測定を体験しました。乳児モデルに触れること

が初めての参加者も多く、最初は慎重に衣類の着脱を行っていましたが、体験を重ねるにつれて、徐々

にスムーズにできるようになりました。また、ばね式はかりを用いて体重を測定した際には「意外と重

い」といった声が多く聞かれました。 

講座の最後には、地域住民の健康を支える保健師の役割について説明がありました。参加者は真剣な表

情で話を聞いており、保健師の仕事や地域の健康づくりについて理解を深める機会となりました。今回

の講座は参加したこどもたちにとって、将来の進路や職業について考えるきっかけとなる、有意義な機

会となりました。 

 


